
　

 

１
９
９
８
年
９
月
20
日
午
後
４
時
過
ぎ
、

マ
レ
ー
シ
ア
の
首
都
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
の

国
立
モ
ス
ク
に
２
万
人
の
群
衆
が
結
集
し

た
。
そ
の
多
く
は「
リ
フ
ォ
ー
マ
シ（
改
革
）」

と
書
か
れ
た
は
ち
ま
き
を
つ
け
て
い
た
。
モ

ス
ク
の
バ
ル
コ
ニ
ー
か
ら
「
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル

首
相
は
即
時
退
陣
し
ろ
」
と
叫
ぶ
著
名
政

治
家
の
演
説
に
、「
リ
フ
ォ
ー
マ
シ
！
」
と

呼
応
す
る
声
が
大
き
く
広
が
っ
た
。

　

当
日
の
深
夜
、
そ
の
政
治
家
は
怒
号
と

混
乱
の
な
か
自
宅
で
逮
捕
さ
れ
た
。
直
前

に
マ
レ
ー
シ
ア
副
首
相
兼
蔵
相
を
解
任
さ
れ

た
ア
ン
ワ
ル・イ
ブ
ラ
ヒ
ム
氏（
57
）で
あ
る
。

同
性
愛
行
為
を
強
要
し
た
罪
と
汚
職
が
逮

捕
容
疑
だ
っ
た
。
同
性
愛
行
為
に
つ
い
て

一
、二
審
で
禁
固
９
年
の
判
決
を
受
け
、
６

年
間
の
収
監
の
後
、
最
高
裁
で
逆
転
無
罪

判
決
を
受
け
て
今
年
９
月
に
釈
放
さ
れ
た
。

　

こ
の
無
罪
判
決
の
ニ
ュ
ー
ス
を
欧
米
の
英

字
紙
は
一
面
ト
ッ
プ
、
ま
た
は
準
ト
ッ
プ
級

で
大
き
く
報
道
し
た
。「
驚
き
」と
同
時
に「
今

後
の
マ
レ
ー
シ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
政
治
に
与

え
る
影
響
が
大
き
い
」
と
判
断
し
た
か
ら
に

ほ
か
な
ら
な
い
。

　

ア
ジ
ア
通
貨
危
機
か
ら
ア
ン
ワ
ル
氏
の
逮

捕
ま
で
、マ
レ
ー
シ
ア
は
大
揺
れ
に
揺
れ
た
。

当
時
、
私
は
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
で
駐
在
記

者
を
し
て
い
た
が
、こ
の
「
ア
ン
ワ
ル
逮
捕
」

が
最
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

　

ア
ン
ワ
ル
事
件
の
真
相
は
ま
ぎ
れ
も
な

く
権
力
闘
争
だ
っ
た
。
突
然
に
襲
っ
た
ア
ジ

ア
通
貨
危
機
で
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
首
相（
当
時
）

が
実
績
を
誇
っ
て
き
た
マ
レ
ー
シ
ア
の
経
済

体
制
は
危
機
に
瀕
し
た
。
同
首
相
が
民
族

経
営
者
の
育
成
を
め
ざ
し
て
推
進
し
た
公

営
事
業
の
民
営
化
路
線
は
破
綻
、
有
力
な

マ
レ
ー
系
企
業
が
経
営
危
機
に
陥
っ
た
。
当

時
の
ア
ン
ワ
ル
副
首
相
は
国
際
通
貨
基
金

（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
と
密
接
な
連
携
を
と
り
な
が
ら
、

緊
縮
政
策
を
導
入
し
、
金
融
構
造
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
た
。
欧
米
も
同
副
首
相
の
経

済
運
営
を
側
面
か
ら
支
持
し
て
い
た
。

　
一
方
、
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
首
相
に
と
っ
て
Ｉ

Ｍ
Ｆ
流
の
構
造
改
革
と
は
全
面
的
な
市
場

開
放
と
同
義
語
で
あ
り
、
マ
レ
ー
人
の
経
済

力
強
化
を
政
治
哲
学
に
し
て
き
た
同
首
相

に
は
耐
え
ら
れ
な
い
こ
と
だ
っ
た
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ

流
の
改
革
の
終
着
点
は
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
首
相

の
過
去
の
経
済
政
策
の
否
定
で
あ
り
、
そ
の

権
力
基
盤
が
揺
ら
ぐ
こ
と
に
も
な
る
。

　

両
者
の
亀
裂
が
決
定
的
と
な
っ
た
段
階

で
、
ア
ン
ワ
ル
副
首
相
が
権
力
へ
の
野
心
を

思
わ
せ
る
よ
う
な
動
き
を
見
せ
、
こ
れ
に
対

応
し
て
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
首
相
が
同
副
首
相
の

容
疑
を
固
め
た
上
で
「
解
任
・
逮
捕
」
と
い

う
強
権
を
発
動
し
た
。

　

ア
ン
ワ
ル
氏
は
日
本
で
は
そ
れ
ほ
ど
で
も

な
い
が
、
東
南
ア
ジ
ア
、
欧
米
で
の
知
名
度

は
高
い
。
マ
ラ
ヤ
大
学
の
卒
業
生
を
中
心
に

設
立
さ
れ
た
マ
レ
ー
シ
ア
・
イ
ス
ラ
ム
青
年

運
動
（
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｍ
）
の
指
導
者
を
70
年
代
か

ら
80
年
代
初
め
ま
で
務
め
、
マ
レ
ー
シ
ア
の

政
治
、
社
会
に
大
き
な
影
響
力
を
発
揮
し

て
き
た
。
演
説
の
名
手
で
も
あ
り
、
そ
の
組

織
運
営
力
、
行
動
力
に
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
首
相

が
注
目
、
自
ら
ア
ン
ワ
ル
氏
に
政
界
入
り
を

勧
誘
し
た
経
緯
が
あ
る
。

　

そ
の
経
歴
が
示
す
よ
う
に
敬
虔
な
イ
ス

ラ
ム
教
徒
で
あ
り
、
中
国
訪
問
時
に
は
同

じ
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
明
時
代
に
大
航
海
を

指
揮
し
た
鄭
和
の
墓
に
出
向
い
た
ほ
ど
。
マ

レ
ー
シ
ア
だ
け
で
な
く
、
東
南
ア
ジ
ア
、
世

界
の
イ
ス
ラ
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要
な
節

目
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

　

主
要
英
字
紙
が
「
ア
ン
ワ
ル
、
逆
転
無

罪
」
と
大
き
く
報
じ
た
の
は
、
そ
の
カ
リ
ス

マ
的
な
存
在
感
が
理
由
で
あ
ろ
う
。
こ
の
無

罪
判
決
後
、
汚
職
罪
で
の
判
決
が
確
定
（
刑

期
は
満
了
）
し
た
た
め
、
ア
ン
ワ
ル
氏
は
立

候
補
権
を
５
年
間
剥
奪
さ
れ
、
早
期
に
政

界
復
帰
す
る
道
は
絶
た
れ
た
。
た
だ
、
本
人

は「
民
主
改
革
」に
取
り
組
む
こ
と
を
表
明
、

野
党
勢
力
と
の
連
携
も
示
唆
し
て
い
る
。

　

あ
る
英
字
紙
が
「
檻
か
ら
放
た
れ
た
虎
」

と
ア
ン
ワ
ル
氏
無
罪
を
表
現
し
た
よ
う
に
、

マ
レ
ー
シ
ア
で
同
氏
を
軸
に
新
た
な
政
治
の

う
ね
り
が
起
き
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

（
日
経
香
港
社　

奥
村
幸
広
）

アンワル元副首相自由に
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